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▲収穫量は総計4kg

▲甲賀広域消防本部音楽隊による演奏

▲特産品等のバザー

▲体験教室（切り絵教室） ▲体験教室（新聞紙エコバッグ作り） ▲作品展示

▲体験教室（しめ縄作り）

▲山内名物鹿カレー200食完食

▲伴谷バンバンクラブよさこい踊り
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山内自治振興会

特産品が続々試作されています

２年目のアロニア栽培、大収穫！
動き出した山内の特産品作り

心を込めたやまうちの味！！
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　やまびこ文化祭は公民館と
の共催３年目となり、今年も１１
月２２日から６日間ふるさと生き
がいセンター六友館で開催さ
れました。
　作品展示場では、切り絵や
書道、俳句等、約４００点もの
作品を展示し、多くの方々にご
覧いただきました。
　２３日のイベント日には、体験
教室として切り絵やしめ縄、新

　平成24年11月から始
まったアロニア栽培は二
年目を迎え、今年は約8割
の樹に花が咲き300個の
実をつけた房が収穫時
期を迎えました。
　防鳥網を設置した事で
鳥獣の被害もなく8月23日
（土）にアロニアグループ
にて5か所の栽培地のア
ロニアを収穫致しました。
　その結果、昨年の10倍
の約4kgの収穫があり、収穫した実に
ついては今年も主な成分分析を行
い、アントシアニンやポリフェノールに

ついても昨年以上の数値を得ること
ができました。特に抗酸化作用のある
ポリフェノール値は上がり、食物繊維

及びβカロチンについても昨年とは下
がったものの遜色ない結果でした。
　収穫した実は、アロニア酒、アロニ
アジャムに加工し、アロニアジャムにつ
いては、11月23日のやまびこ文化祭に
て販売いたしました。
　次年度は、試験栽培50株全てに
花が咲き、実がなり収穫できる事を目
指します。又今後も分析を続け、試作
加工品に取り組み、栽培地拡大に向
け取り組みます。
　なお平成26年11月13日には甲賀
市地域コミュニティ市協働連絡会に
て「山内を元気にするふるさと資源活
性化事業・アロニア栽培」について昨
年に続き事業成果発表を黒川事務
局長がおこないました。

　鳥獣害対策事業から派生した鹿カレーや、鹿コロッケはもとより、特産品部会や、おむすびの会では、
今年度に入って様々な特産品が試作されています。やまびこ文化祭で既に出品されたものもあります。

聞紙エコバック作りにたくさんの方が参
加くださり、講師に作り方やコツを教え
てもらいながら一生懸命作り、皆さん
出来上がった作品を満足気な笑顔
で眺めておられました。
　お昼には山内名物鹿カレーと新開
発の鹿コロッケの試食会があり、熱々
のカレーとホクホクのコロッケに「美味
しい！」と大好評でした。
　また、耕作放棄地対策として試験
栽培中のアロニアを使ったジャムを始

め地域の特産品やみかんの販売、森
林組合の出店等のバザーも行列が
でき商品があっという間に売れてしま
うほどの盛況でした。
　お腹もいっぱいになり買い物も落ち
着いた頃、ステージでは「伴谷バンバ
ンクラブ」子供たちによるよさこいを元
気いっぱいに披露してもらい、その後
「甲賀広域消防本部消防音楽隊」に
『花は咲く』等 ア々ンコールを併せると
７曲も演奏していただき、観客の皆さ
んもリズムに合わせて手拍子や踊っ
ている子どもさんもあり会場は終日賑
わいました。
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特産品の開発事業（新規）

山内学区民球技大会山内学区民球技大会
　6月22日(日)、各区々長、自治振興会理事
による委員会が開かれ、平成26年度の基礎
交付金配分と平成27年度の概算要求につ
いて説明が行われました。協議項目は防犯
灯、ゴミステーション、消防機材、区活動交
付金等です。
　27年2月に実績報告、下旬の交付となり
ます。なお27年2月には来年度の概算予算
申請をしていただきます。

安心環境部会

共通事業 地域福祉部会

事務局

山内学区民運動会

鳥獣害対策事業

地域消防器具安全点検事業地域消防器具安全点検事業 事業交付金委員会

　今年は例年より１ヶ月遅い10月12日(日)に開催。
　約70名の参加者の下、来賓の方々より祝辞をいただき、そのあと小学生の出し物、劇団ぽん
ぽこ（甲賀警察）、ふらんしーず、ロマン・コールズの懐かしい歌声などで、なごやかな1日を過
ごしていただきました。

　12月現在、黒滝、上の平、中之組、川西、猪
鼻、笹路の各地区で実施され、一部の区では
同時に防火訓練も実施していただいていま
す。（実施後振興会事務局にある点検済シー
ルを必ず貼って下さい。）

　5月24日、六友館にびわ湖放送でおなじみ
の川本勇さんをお招きしトーク＆ライブを
行いました。年代を越えた約80人の方が集
まりました。

　６月1日(日)、宮の下広場で区長会と共
催でグラウンドゴルフ大会を開催しまし
た。当日は約160名の方に参加していただ
きました。

　80歳以上の方を対象に民生委員さんと共催で6月21日(土)
に開催しました。
　当日は約40名の皆さんに参加していただき、ふらんしーず・
水口マジッククラブによるショーの他、地域包括支援センター
より講演をしていただきました。

　昨年12月以後山内の”ホット情報“を40件届けました。
各地区からの投稿をお待ちしています。

　本年度も｢和太鼓六友会」「山内エコ
クラブ｣の2団体に、支援事業をしてい
ます。
　六友会は今年も市内各地のイベン
トに招待され、活発に活動されていま
す。

　総会、理事会、運営委員会の開催。
甲南宮地区自治振興会との交流会
（新規）を6月24日に実施しました。
　7月31日には岐阜県関市より、当
振興会に先進地研修にこられ交流
しました。

　5月1日より、山内ゲートボー
ル連盟の皆さんで管理作業をし
ていただいています。

山内学区民運動会

やまびこドーム
管理業務委託事業
やまびこドーム
管理業務委託事業

人権尊重人権尊重

山内の名人発掘事業山内の名人発掘事業

山内ふれあいサロン山内ふれあいサロン

ホームページ

山内敬老会

鳥獣害対策事業

ホームページ

山内敬老会
（地域福祉部会管轄）

（安心環境部会管轄） （区長会共催）

（区長会共催）

（民生委員児童委員・福祉推進員共催）

高齢者見守り支援事業（新規）高齢者見守り支援事業（新規）

健康推進活動事業（新規）健康推進活動事業（新規）

事業交付金委員会

会報誌・広報会報誌・広報

特産品の開発事業（新規）

山内夢づくり部会  「快晴やまうち」創刊号より、“シ
リーズ人権の窓”を設けて啓発記
事を連載しています。
　やまびこ文化祭では「ジンケン
ダー」に登場してもらい啓発に努
めました。

　11月29日（土）第2回目の
山内名所ウォークとして猪
鼻地区の散策を実施しまし
た。雨天にもかかわらず、学
区外の方も含め約50名の方
が参加されました。
　山内公民館を10時に出
発、ボランティアガイドで名
人の中森武さん（猪鼻区）の
案内により、紅葉の火頭古神
社、浄福寺等を巡りました。
お昼にはお餅入りぜんざい
を参加者にふるまい、たいへ
ん喜ばれました。

　7月8日高島市社会福祉協議会への視察、7月29日、9月26日、
10月28日に市民活動ボランティアセンター、土山社会福祉協
議会、土山地域包括支援センター、キャラバンメイト、民生委員、
福祉協力員、振興会役員等をメンバーとしたワークショップを
行いました。

　甲賀市で取り組まれている
「いきいき100歳体操」に自治
振興会でも取り組んでいきま
す。
　六友館で、土山地域包括支援
センターより講師を迎え、11
月から毎週火曜に実施してい
ます。

2 3快晴やまうち Vol.10

▲和太鼓六友会

▲快晴やまうち第9号 ▲快晴やまうち第10号

▲猪鼻区による防災訓練

▲西山の間伐完了

美しい里山再生事業美しい里山再生事業

四季彩の郷若者育成事業四季彩の郷若者育成事業
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▲やまびこ文化祭に
　　　ジンケンダー登場

▲いきいき100歳体操▲関市の皆さんに鹿カレーを提供

▲ワークショップ ▲高島市へ先進地研修

▲地域の皆さんによる運動場の草取り

▲紅葉の火頭古神社で参加者全員で記念撮影

▲非人施行田跡にて

●綱引き
　優勝/市場　準優勝/山中
●お楽しみレース
　優勝/A組：上の平

 B組：黒滝

●デカパンタイムトライアル
　優勝/中之組　準優勝/山中
●消防団班別対抗リレー
　優勝/4班

　9月28日(日)、山内小学校運動場で区長会との共催で開催しま
した。楽しく笑顔がこぼれる一日でした。
　運動会前の21日には地域の皆さんの協力により、運動場の草取
りをしていただきました。
　結果は下記のとおりです。

　2年がかりで進めてきました、
黒川字寒所・新林・西ノ谷地先
の間伐作業も10月に施業完了。
現在滋賀中央森林組合で補助
金の申請手続き中です。経費精
算後、山林所有者向けの事業完
了報告会と地元の皆さん対象
に里山見学会を今年度中に実
施予定です。

　鹿カレーについては、昨年よりい
ろいろな場で提供してきましたが、今
年も5月24日の「勇さんおかえりな
さいライブ」、5月25日「山女原棚田
ボランティア」や7月31日に行われた

　11月16日（日）に鳥獣供養祭を川西         
の長松寺で行いました。

http://www28.atpages.jp/yamauchi11 （4ページに特集しています。）

四季彩の郷若者育成事業四季彩の郷若者交流事業

「関市との交流会」に参加された皆さんへ、そして11月14日、山内小
学校の近畿僻地教育発表大会に参加された先生方に提供しました。
11月23日、宮ファミリーウォークに鹿カレー60食を提供しました。
　鹿コロッケは、鹿料理研究会が今年度試行錯誤されて開発された
もので、やまびこ文化祭でお披露目、大変好評でした。
　12月6日、ゆうゆう甲賀クラブ土山支部の役員さん20名を対象に
鹿料理教室が開催され、ジビエのコース料理作りを体験していただ
きました。　

　山内学区人権巡回講座のお知らせ
 ●日時　2015年1月17日（土）　午後8:00～9:30
 ●場所　山内公民館2F
 ●講師　角出好隆先生（山内小学校）
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　6月1日「快晴やまうち」第8号、8月1日
第9号を発行。全戸配布しました。
　今回の第10号は12月に配布。

▲関市の皆さんに鹿カレーを提供

“高齢者見守り支援事業”先進
地視察研修

つながりツアー for高島

甲南「宮地区自治振興会」との
交流会開催
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6月24日に第2次中期3ヵ
年計

画の新規事業である、市内
で先進

的に活動されている宮地区
自治振

興会との交流会を開催しま
した。

　初めに、両振興会の平成
25年度

の事業概要の説明をし、そ
の後意

見交換を行ないました。その
中で、

この宮地区は昔か

ら重粘土質という

特殊な土壌で、農

業の困難さを克服

するためには、い

かに辛抱強さや協

調性が必要であっ

たか等のお話を伺

いました。
　「滋賀の宮村」復

刻版によると、宮

地区は昭和初頭の恐慌によ
る農村

不況の中、全国に先駆け、経
済更正

運動の指定村となりました
。そし

て、村民の総力を結集し、地
域の実

態に即した農業の多角経営
、産業

と教育を結合させた「人づく
り」運

動に取り組んだ結果、模範
村・自

力更正の村として全国に知
れ渡る

ことになりました。

　このように伝統的に地方
自治の

熱心な地域である宮地区自
治振興

会と、お互いに切磋琢磨を目
的に1

年目は三役・2年目は理事・
3年目

はわくわくフェアーと文化
祭での

交流会を3年計画で進めて
いきた

いと考えています。

　意見交換終了後、甲南フロ
ンティ

アパーク上野川にある宮ベリ
ー、油

日神社を案内していただき有
意義な

一日となりました。

編 集 後 記

やまうちって

シリーズ

人権の窓人権の窓
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26年度前期

地域
福祉部

小谷　　茂
山内小学校校長④

人権を大切にするって

どういうこと？

④
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山内自治振興会

猪鼻地先に「四季彩とやま
びこの

郷　やまうち」と書かれた
立派な立

て看板があります。山内小
に着任し

た私は4月からその看板が
大変気に

なっていました。誰が考え
たフレー

ズだろう、とても良い響き
だなあ、と。

「四季彩」って、山内を包
む自然の

四季折々の美しい変化のこ
とでしょ

うか。4月、新しい学年の始
まりを祝

福するかのように学校周辺
の桜が一

斉に咲きました。春の柔ら
かい日差

しが青空に浮かぶように咲
く桜の花

びらを通して新入生や私た
ち一人ひ

とりに降り注ぎました。そ
の桜の木

の下でお花見給

食を楽しみまし

た。先輩の方々の

おかげで春の自

然を満喫でき感動しまし
た。そして、

新緑の輝き、山あいを流れ
る川のせせ

らぎ、黒川地域を悠々と飛
ぶトンビ、

春から初夏にいただいた感
動です。

3年生が社会科学習のまち
探検で猪

鼻方面へ出かけた日のこ
と。「やまび

こ」が気になっていた私は
、歩道が田

村川と並走するようになる
ところで山

あいに向かって「ヤッホー
」と叫んで

みました。するとどうでし
ょう、「ヤッ

ホー」と返ってくるではあ
りませんか。

甲南「宮地区自治振興会」との
交流会開催

“高齢者見守り支援事業”先進
地視察研修

つながりツアー for高島

やまびこが聞こえるんだと
心躍らせ

ました。
「郷」って、そこに住む人々

の生活や

人々の温かさ、歴史をも感じ
られるこ

とば。山内の方々は、学校
に対し、こ

とある毎に温かい言葉をか
けてくだ

さったり、雑草が大変だから
と草刈り

をしてくださったり、本当に
ありがた

く思っています。山内の方々
に感動で

す。
私は今、立て看板の言葉を

少しず

つ実感しながら勤めさせて
いただき、

日々感謝です。

ある日、インターネットを
見ていた

ら「感涙必至！」の言葉に
出会った。

気になったので、その言葉
をクリック

しそのサイトに飛んだ。そ
こには『僕

を支えた母の言葉』という
、物語が動

画（YouTube）として紹介
されていた。

本作は、2008年秋にYo
uTubeにア

ップされ、2014年7月現
在で366万

回を超える再生数を誇る
ムービーで

ある。2010年には書籍化
もされてい

る。 
親による子どもの虐待や

殺人など

凶悪事件が多発し、親子の
人間関係が

崩壊していると言われる現
代。そんな

時代において、本作が36
6万回以上

も再生され共感を読んで
いることは

現代の一つの“救い”ではな
いのか。

また、人権の視点で考える
と、この

物語こそが“人権を大切に
するってこ

と”の原点
ではないか。

『大 丈 夫　
おまえは素
晴らしいん
だから』と
いう言葉で
育てられた
母子の一人
親家庭で育
った少年、

学校の成績も良いとは言え
ず、非行に

走った時期もあった。高校
も肌が合わ

ず中退、社会に出て働き、
なかなか仕

事を覚えられなくて怒鳴ら
れた。そん

な時も母の言葉『大丈夫　
おまえは素

晴らしいんだから』に助け
られる。し

かし、突然訪れる母の死、
さらに母が

生みの親ではないことを知
る。溢れ出

る母への感謝…

月日は流れ、35歳になっ
た僕から

母へのメッセージでしめく
くられる。

その中で、「規模は小さい
けど小さな

会社をやっていて、社員た
ちに心をこ

めて、きみは素晴らしいっ
て言葉を伝

えている」とのこと。母の
言葉に支え

られ、素晴らしい人へと成
長したこと

を見せたかった僕。心のこ
もった母へ

のメッセージである。

ぜひ一度ご覧ください。人
権を大切

にするってことは、人を大
切にするっ

てことではないでしょうか
。困り顔の

人を笑顔にできるような
つながり社

会を築いていけるといいで
すね。

角出好隆先生（山内小学校
教諭）

※角出先生は本年4月より
山内小

に赴任されましたが、昨年ま
では甲

賀市の人権推進課で、人権
教育に

永年取り組まれておられまし
た。

山内自治振興会

　高齢化率が34.4％を超え
た山内

では、今ある地縁・血縁関係
を大切

にして、強める仕組みつくり
が大切

です。そこで、県内で見守り
活動の

先進地である「高島」に、7月
8日民

生児童委員、福祉推進員、認
知症キ

ャラバンメイトを中心に、総
勢21名

が学びに行ってきました。

　コーディネーターであり
仕掛け

人でもある高島社会福祉協
議会、

杉本学士さんより高島の小
地域で

の取り組みの講義を受けまし
た。

　高齢化率 30.0％、6つの中
学校区

を持つ高島市。特徴として

①内容は集落ごとにオーダー
メイド

②「見守り会議」で住民×専
門職が

協働
③重層的な見守りの仕組みつ

くり

　集落ごとの定例見守り会議
、ワン

コインカフェ、70歳以上が実
施する

高齢者見守り隊等を紹介し
て、認

知症予防の効果を示しなが
ら、高

齢者自身（元気なら）や子ど
もたち

も担い手になっていることは
、参考

にできることでした。

　要は、役員だけがするので
なく、

みんなで相談し合う事、ボラ
ンティ

アとしてやりたい人がやる
形も地

域が認めていくこと、「自然
に助け

合い、見守れる関係作り」を
目指し

ていかなければならないこ
とを実

感しました。

宮
ベ
リ
ー
栽
培
ハ
ウ
ス

（会長  馬場）

（地域福祉部会長  竜王）

（文責：角出）

「ごきげよう！」なんてすて
きな言葉でしょう。「花

子とアン」のファンとしては
、この言葉を聞くたびに

ほっこりと心が和んできます
。相手を尊重するすばらしい

言葉だと思います。も

う一つの私の好きな言葉があ
ります。「おかげさん！」です

。みなさんのおかげで

今の自分があると思うと何事
にも感謝の念が湧いてきます

。自然と笑顔になれ

る言葉です。
ありがとうございます。おか

げさんでこの広報も無事発行
させていただけます。

ごきげんよう。

・・・・・

・・・・・・
（広報班  土山）
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▲収穫量は総計4kg

▲甲賀広域消防本部音楽隊による演奏

▲特産品等のバザー

▲体験教室（切り絵教室）
▲体験教室（新聞紙エコバッグ作り） ▲作品展示

▲体験教室（しめ縄作り）

▲山内名物鹿カレー200食完食

▲伴谷バンバンクラブよさこい踊り
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山内自治振興会

特産品が続々試作されています

２年目のアロニア栽培、大収穫！

動き出した山内の特産品作り

心を込めたやまうちの味！！

◀
ア
ロ
ニ
ア
ジ
ャ
ム
と
い
ち
ご
ジ
ャ
ム

◀
こ
ん
に
ゃ
く

◀
ど
う
か
ん
だ
ん
ご

◀
鹿
肉
コ
ロ
ッ
ケ

◀
お
茶
う
い
ろ
う
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祭
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　やまびこ文化祭は公民館と
の共催３年目となり、今年も１１
月２２日から６日間ふるさと生き
がいセンター六友館で開催さ
れました。
　作品展示場では、切り絵や
書道、俳句等、約４００点もの
作品を展示し、多くの方々にご
覧いただきました。
　２３日のイベント日には、体験
教室として切り絵やしめ縄、新

　平成24年11月から始
まったアロニア栽培は二
年目を迎え、今年は約8割
の樹に花が咲き300個の
実をつけた房が収穫時
期を迎えました。
　防鳥網を設置した事で
鳥獣の被害もなく8月23日
（土）にアロニアグループ
にて5か所の栽培地のア
ロニアを収穫致しました。
　その結果、昨年の10倍
の約4kgの収穫があり、収穫した実については今年も主な成分分析を行い、アントシアニンやポリフェノールに

ついても昨年以上の数値を得ることができました。特に抗酸化作用のあるポリフェノール値は上がり、食物繊維

及びβカロチンについても昨年とは下がったものの遜色ない結果でした。　収穫した実は、アロニア酒、アロニアジャムに加工し、アロニアジャムについては、11月23日のやまびこ文化祭にて販売いたしました。
　次年度は、試験栽培50株全てに花が咲き、実がなり収穫できる事を目指します。又今後も分析を続け、試作加工品に取り組み、栽培地拡大に向け取り組みます。
　なお平成26年11月13日には甲賀市地域コミュニティ市協働連絡会にて「山内を元気にするふるさと資源活性化事業・アロニア栽培」について昨年に続き事業成果発表を黒川事務局長がおこないました。

　鳥獣害対策事業から派生した鹿カレーや、鹿コロッケはもとより、特産品部会や、おむすびの会では、
今年度に入って様々な特産品が試作されています。やまびこ文化祭で既に出品されたものもあります。

聞紙エコバック作りにたくさんの方が参加くださり、講師に作り方やコツを教えてもらいながら一生懸命作り、皆さん出来上がった作品を満足気な笑顔で眺めておられました。
　お昼には山内名物鹿カレーと新開発の鹿コロッケの試食会があり、熱々のカレーとホクホクのコロッケに「美味しい！」と大好評でした。
　また、耕作放棄地対策として試験栽培中のアロニアを使ったジャムを始

め地域の特産品やみかんの販売、森林組合の出店等のバザーも行列ができ商品があっという間に売れてしまうほどの盛況でした。
　お腹もいっぱいになり買い物も落ち着いた頃、ステージでは「伴谷バンバンクラブ」子供たちによるよさこいを元気いっぱいに披露してもらい、その後「甲賀広域消防本部消防音楽隊」に『花は咲く』等 ア々ンコールを併せると７曲も演奏していただき、観客の皆さんもリズムに合わせて手拍子や踊っている子どもさんもあり会場は終日賑わいました。


